
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八王子市山田町 Ｎｏ１ 新築工事   
 

 

 

表面波探査法による地盤調査報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年6月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株） 美装 
 

〒237-0066 神奈川県横須賀市湘南鷹取1-33-24 

TEL 046-869-4433 

FAX 046-869-4434 

 

 

 

 



 

 
 





 

１．調査概要 
 

 

  この報告書は  ㈱建新  殿 のご依頼によって実施した  八王子市山田町 Ｎｏ１ 新築工事    

敷地の地盤調査結果をまとめたものであります。 

尚、調査の概要については次の通りです。 

 

 

 

１．調査件名      八王子市山田町 Ｎｏ１ 新築工事   に伴う地盤調査 

 

 

 

２．調査場所      東京都 八王子市 山田町１６７７－１３ 

 

 

 

３．調査目的        敷地内の代表される地点で下記内容の調査を行って、地盤の硬軟、締まり

状態等を判断し、予定構造物の基礎構造設計、ならびに施工上に関与する基

礎資料を得るために行なった。 

 

 

 

４．調査内容      目視調査   ・・・調査地および周辺地 

表面波探査及び突き棒              5地点 

※突き棒はφ18の鉄棒を用いた簡易貫入試験です。地表面付近のガラの有無 

等を確認し、 表面波探査の解析の一要素とします。 

 

 

５．調査期間      令和5年6月23日 

 

 

 

６．調査担当      杉本 亮 
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２．調査方法 
 

地面に起振機を設置して、地盤を上下に振動させ表面波（小規模な地震）を発生させます。同時に、二つ

の検出器（加速度センサーA,B）を設置し、地中を伝わる表面波の速度を計測します。 

 起振機から発生した表面波は、検出器A,Bの順番に伝わります。検出器Aに到達した時間と検出器Bに到達

した時間との差（遅れ時間）から、検出器AB間を伝わる表面波速度（＝距離/時間）を計算します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表面波は、周波数（振動数）によって、伝わる深さが変わる性質を持っています。高い周波数の表面波で

は浅い部分を、低い周波数の表面波は深い部分まで伝わります。（図―２．１参照） 

  

表面波探査は、コンピュータに制御により、起振機の周波数（振動数）を細かく変化させて測定します。

このようにして、深度方向の地盤の速度情報（硬軟）を細かく収集します。 

   

a.支持力（許容応力度）計算式 

表面波探査の結果に基づき、平成13年国土交通省告示 第1113号第１に準じ、“支持力qa”を求めていま

す。 

 

 
 qa  ： 支持力（許容応力度）（kN/㎡） 
  ： 基礎に作用する荷重の鉛直方向に対する傾斜角に応じて以下の式によって計算した  
  
        数値 

   ic = iq = (1-θ/90)2   iγ = (1-θ/φ)2     

             φ：内部摩擦角  θ：基礎に作用する鉛直方向に対する傾斜角 
 ※木造２階建程度の建物を対象とするので、傾斜角≒0°とみなす。従って ic = iγ= iq = 1.0 とする。 

 
 ,  ： 基礎の形状係数 （α=1.0+0.2(B/L) β=0.5-0.2(B/L) ） 
 c  ： 基礎底面下にある地盤の粘着力（kN/㎡）※表面波速度より算定します。 

Nq,N,Nc   ： 基礎底面下にある地盤の内部摩擦角φに応じた支持力係数 

 １  ： 基礎底面下にある地盤の単位体積重量（kN/㎥） 

 2  ： 基礎底面より上方にある地盤の平均単位体積重量（kN/㎥） 
 B  ： 基礎底面の最小幅（ｍ） 

 Df  ： 基礎に近接した最低地盤面から基礎底面までの深さ（ｍ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

qc iii ,, 

＊ 表面波探査法は、平成13年国土交通省告示 第1113号 第１・第六号に記載されている物理探

査の一手法です。 

＊ 先端建設技術・技術審査証明事業実施法人（国土交通大臣認定）財団法人先端建設技術セン

ターより「表面波探査法による地盤調査」として技術審査の証明を取得しました。 

（技審証第0904号、平成９年取得、平成１９年追加・更新） 

平成19年の更新により、小規模建物を築造する際の沈下量予測情報取得が可能な技術である

ことが追加されました。 

＊ 表面波探査は、すべての住宅瑕疵担保責任保険法人の設計施工基準に則っています。 

 

図―２．１  表面波の伝わり方（断面模式図） 
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【 調査地 地図 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

３．調査結果 
 

申請 Ｎｏ 230623-33446 

調査名 八王子市山田町 Ｎｏ１ 新築工事   宅地地盤調査 

調査場所 東京都 八王子市 山田町１６７７－１３ 

建築会社 ㈱建新 

建築物     □１階建    ■２階建    □３階建    □その他 

地域特性     積雪荷重            kN/㎡ 

盛土厚 ｃｍ 予定盛土厚 ｃｍ 根切り深度 ｃｍ 

法的規制 □土石流地帯    □地滑り地帯    □雪崩            □その他 

崖 □切土２ｍ以上  □盛土１ｍ以上  □切盛で２ｍ以上  □その他 

                地盤支持力度（kN/㎡） 

深度(m)   測点 Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６ 備考(土性，水位等) 

 

 

 

 

  １ｍ 

 

 

 

 

  ２ｍ 

 

 

 

 

  ３ｍ 

 

 

 

 

  ４ｍ 

 

 

       

突き棒の貫入量 60㎝ 50㎝ 50㎝ 55㎝ 50㎝ cm 

備    考 
      

 特記： 本調査地は山の中腹に位置した造成更地です。 

各測点の支持力は上記のとおりです。 
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23 

32 

34 
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94 
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53 
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124 

32 

31 

36 

42 

65 

73 

119 

41 

37 

32 

34 

54 

102 



【 調査敷地内 及び 近隣、周辺状況 】 
 

 

調査年月日 令和５年６月２３日 

 調査担当者 杉本 亮  八王子市山田町 Ｎｏ１ 新築工事 

 
項    目 状                 況 

天    候  ☐ 晴    ◼曇   ☐小雨    ☐雨    ☐雪    ☐みぞれ    ☐その他（） 

調

 

査

 

状

  

況 

現在の状況 
 ☐更地    ◼造成更地   ☐駐車場   ☐既存建物周り   ☐畑   ☐その他（） 

 ☐建物取壊跡地  (一部造成 ☐あり   ☐なし)   〔旧井戸の有無〕 ☐あり   ◼なし 

地 表 面 

 ☐砂質土  ◼粘性土  ◼ローム  ☐黒ボク  ☐砕石敷き  ☐アスファルト  ☐土間コン 

◼瓦礫混じり  ☐砂混じり   ☐粘土混じり ☐礫混じり   ☐土丹混じり   

 ☐亀裂あり   ☐陥没箇所あり  ☐その他（） ☐乾  ◼湿  ◼硬  ◼軟 

既存家屋 ◼なし 

 ☐あり（ ☐木造   ☐鉄骨  ☐ＲＣ）  ☐１Ｆ  ☐２Ｆ  ☐３Ｆ  ☐地下 

〔用途〕 ☐住居    ☐車庫    ☐物置    ☐倉庫    ☐その他（） 

〔壁面基礎亀裂〕  ☐なし    ☐あり （ ☐大  ☐小 ） 

土 留 め ◼なし 

 ☐あり( ☐間知ブロック ☐石積み ☐ＲＣ ☐ＣＰ ☐ＣＢ ☐その他(）） 

〔水抜き〕  ☐なし   ☐あり （径 ☐５０ｍｍ  ☐７５ｍｍ   ☐ｍｍ） 

〔異常〕☐なし ☐あり  〔亀裂〕☐なし  ☐あり（ ☐大   ☐小 ） 

周

 

辺

 

状

 

況 

隣 接 地 ◼宅地  ☐畑  ☐田  ☐山林  ☐沼地  ☐水路  ☐河川 ☐海 ☐その他（） 

周 辺 地  ◼宅地  ☐畑  ☐田  ☐山林  ☐沼地  ☐水路  ☐河川 ☐海 ☐その他（） 

近隣建物 

状況 
☐なし 

 ◼あり （ ◼新しい  ◼古い   ◼木造   ◼鉄骨    ☐その他（）） 

〔異常〕◼なし ☐あり  〔壁面基礎亀裂〕◼なし ☐あり( ☐大 ☐小) 

道路状況 

〔異常〕 ◼なし  ☐あり （ ☐亀裂あり    ☐波を打ってい   ☐凸凹している  ） 

〔舗装〕 ☐なし  ◼アスファルト  ☐コンクリート  ☐砕石敷き  ☐その他（） 

〔側溝〕 ☐なし  ◼あり(☐暗渠 ◼Ｕ字溝:幅◼０．２４ｍ ☐０．３０ｍ ☐ｍ) 

調査地の 

位置 

  ☐山及び丘陵地の裾地     ◼山及び丘陵地の中腹     ☐山及び丘陵地の頂上付近 

  ☐平地   ☐谷地   ☐台地    ☐その他（） 

河川･水路

崖地等 
◼なし 

   ☐あり （当地より  ☐東  ☐西  ☐南  ☐北 の方向（ｍ）付近） 

   ☐河川   ☐水路    ☐海   ☐その他（） 

そ

の

他 

切土・盛土  ☐なし     ☐切土部     ◼切盛部     ☐盛土部     ☐不明 

造成年数  ◼造成後１０年未満      ☐造成後１０年以上        ☐不明 

整地年数  ◼５年未満              ☐５年以上                ☐不明 

盛土厚  ☐５０ｃｍ未満          ◼５０ｃｍ以上            ☐不明 
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【 調査配置図 】 
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       【区間速度グラフ】 
 

 

230623-33446

八
王
子
市
山
田
町 

Ｎ
ｏ
１ 

新
築
工
事
令
和5

年6

月27

日 

GL =    0m 

GL =   -2m 

GL =   -4m 

GL =   -6m 

GL =   -8m 

GL =  -10m 

No-1 
Vr(m/s)  D   Vr 

(m) (m/s) 400 200 
200 100 0.18 69 

0.59 72 

0.99 84 

1.46 
86 

2.81 

111 

4.69 

135 

7.18 

179 

9.98 

205 

No-2 
Vr(m/s)  D   Vr 

(m) (m/s) 400 200 
200 100 0.18 63 

0.59 70 

0.96 74 

1.41 
88 

2.49 

100 

3.40 

105 

4.79 

137 

8.56 

179 

10.0 

196 

No-3 
Vr(m/s)  D   Vr 

(m) (m/s) 400 200 
200 100 0.22 81 

0.61 80 

1.01 
86 

1.55 
93 

2.17 
106 

3.31 

125 

4.56 

152 

6.76 

161 

9.98 

199 

GL =    0m 

GL =   -2m 

GL =   -4m 

GL =   -6m 

GL =   -8m 

GL =  -10m 

No-4 
Vr(m/s)  D   Vr 

(m) (m/s) 400 200 
200 100 0.24 84 

0.57 82 

0.98 89 

1.43 
95 

2.15 
114 

2.83 
121 

4.29 

150 

7.15 

169 

10.0 

189 

No-5 
Vr(m/s)  D   Vr 

(m) (m/s) 400 200 
200 100 0.24 93 

0.52 90 

0.98 
84 

1.46 
85 

2.84 

105 

4.32 

140 

6.91 

179 

9.98 

205 



          【許容支持力換算グラフ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

230623-33446

八
王
子
市
山
田
町 

Ｎ
ｏ
１ 

新
築
工
事
令
和5

年6

月27

日 

GL =    0m 

GL =   -2m 

GL =   -4m 

GL =   -6m 

GL =   -8m 

GL =  -10m 

No-1 
qa(kN/㎡)  D   qa 

(m)(kN/㎡) 300 150 
0.18 20 

0.59 23 

0.99 32 

1.46 
34 

2.81 

60 

4.69 

94 

7.18 

177 

9.98 

242 

No-2 
qa(kN/㎡)  D   qa 

(m)(kN/㎡) 300 150 
0.18 17 

0.59 21 

0.96 24 

1.41 
36 

2.49 

48 

3.40 

53 

4.79 

97 

8.56 

178 

10.0 

217 

No-3 
qa(kN/㎡)  D   qa 

(m)(kN/㎡) 300 150 
0.22 30 

0.61 29 

1.01 
34 

1.55 
40 

2.17 
55 

3.31 

79 

4.56 

124 

6.76 

140 

9.98 

226 

GL =    0m 

GL =   -2m 

GL =   -4m 

GL =   -6m 

GL =   -8m 

GL =  -10m 

No-4 
qa(kN/㎡)  D   qa 

(m)(kN/㎡) 300 150 
0.24 32 

0.57 31 

0.98 36 

1.43 
42 

2.15 
65 

2.83 
73 

4.29 

119 

7.15 

155 

10.0 

201 

No-5 
qa(kN/㎡)  D   qa 

(m)(kN/㎡) 300 150 
0.24 41 
0.52 37 

0.98 
32 

1.46 
34 

2.84 

54 

4.32 

102 

6.91 

177 

9.98 

241 
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敷地全景 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査風景 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置状況 
 

 

 

 

 

 

 

 


